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仕様

電源 標準1.5V(DC0.7～6.0V可)

(※電源電圧が下がると比例して暗くなります。)

動作時電流 ３１mA(電源電圧1.5V時)

LED ５φ(超高輝度タイプ)

点灯 連続点灯

基板寸法 Ｗ２７ Ｄ１４ Ｈ１２ mm

(Ｈはハンダ部も含む)

備考： 部品点数が少ないので組立が簡単です。

LEDを点灯させよう！ 初心者向け簡単キット

電池1本で昇圧、青色ＬＥＤが点灯 (^O^)
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昇圧(電圧を上げる)専用のＩＣ使用して電圧を上げ、通常

は点灯に３Ｖ以上必要な「青色ＬＥＤ」を電池１本(1.2～1.

5V)で点灯させる事ができます。

パーツ点数が少ないので、初心者でも簡単に製作する事が

できます

LEDは超高輝度タイプを使用しているので、とてもよく光

ります。

［キット］

AGE-2B

ワンダーキット（共立電子産業㈱）、販売元、再販業者では、お客さまに対し、

本商品がお客さまの特定の目的にかなうこと、他の製品に対して侵害なき事を一

切保証する事はできません。また、いかなる状況下、法律上、契約上のもとにお

いて、間接的、付随的、あるいは結果的に生じた、いかなる種類の損害に対して

も一切の責任を負えません。あらかじめご了承の上、ご利用ください。

取付方向注意！

まっすぐに差し込む

取付方向なし

④□□ ＬＥＤ

③□□Ｒ１ １００（茶黒茶金）

抵抗

約３ｍｍ

取付方向注意！

⑥□□ ＩＣ１

HT 7750

⑤□□ Ｃ１ １０μＦ

電解コンデンサ

足の長い方側
⑦□□ 電池ボックス

パーツの取り付けは組立参考図を見ながら番号順に行って

ください。パーツは無理のない範囲で基板に当たるまで、き

ちんと差込、ハンダ付けしてください。

ペーストは絶対に使わないでください。

□基板 AGE-2

※当キットに電池は含まれていません。

－の印

足の

長い方が＋

＋

Ｋ Ａ

文字列

商品の管理には万全を期していますが万が一「欠品」

があった場合は、お手数ですが下記までご連絡ください。

ＴＥＬ ０６－６６４４－４４４７（代）

ＦＡＸ ０６－６６４４－４４４８

ワンダーキット 製造部 まで

赤色の側を基板「＋」

黒色の側を基板「－」

に接続してください。

AGE-2

パーツが揃っているか、下図を見ながらパーツのチェック

をしてください。確認したパーツは□にチェックをいれまし

ょう。左はパーツチェック、右は組み立てチェック用です。

②□□Ｄ１ ダイオード①□□Ｌ１ ２２０μH（赤赤茶）

インダクター

向きに注意！
方向無し

縦付け

丸い側がこの向きに
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電源を接続する前に以下の項目を必ずチェックしてください。

◇ＩＣの取付方向は、あっていますか？

（組立参考図とよく見比べてください。）

◇抵抗とインダクターを間違えていないですか？

（組立参考図とよく見比べてください。）

◇基板の裏（ハンダ付けをした面）にハンダ不良やショートが

ないかどうかをチェックしてください。

すべてＯＫなら、電池を「＋」「－」を間違えないよう注意し

て電池ボックスに取り付けてください。電源を接続してＬＥＤ

が点灯すればＯＫです

ＬＥＤが点滅しない時はもう一度、チェックしなおしてくだ

さい。

◆電源・配線接続・ハンダ付けが正しく行われているか、もう

一度チェックしてください。

□電池が古いと電圧不足で点灯しません。新しい物に交換し

てみましょう。

□電池の「＋」「－」が逆でないかチェック。

下記の工作には別途パーツが必要です。

このキットは付属していませんので別途お買い求め下さい。

□スイッチ付き単３×２電池ボックス(BH321 ASS) １個

□単３電池 １本

□両面テープ(基板固定用なので厚みは1mmくらいの物を) 13×26mm程

□ＩＣ・ダイオードの取り付け向きが間違っていないか図を

よく見て確認してください。

◆どうしてもわからない場合は、現在の症状を明記の上、別

紙「点検・修理のご案内」を参照し、下記住所「修理係」宛

に郵送ください。

①電池ボックスの「－」黒線をＡＧＥ－２基板の「－」へ接続

②電池ボックスの「＋」赤線を先端から４cm切断

(※電池ボックスを加工したくない場合は別途４cm程のビニール線

を用意してください。)

③ＡＧＥ－２基板の「＋」に先ほど切断した赤線を取り付けます。

④赤線の片端のビニールの皮膜を１cm程剥いて下さい。

⑤電池ボックスの向かって右側の電池を取り付けない側のバネ箇所

に先ほどの皮膜を剥いたビニール線を挟んでください。(下から２

番目当たり、手で引っ張って隙間の空くバネ箇所)

⑥基板裏ハンダ面に両面テープを貼り付け、電池格納スペースの空

いた所(向かって右側)に固定してください。最後に電池を電池ボッ

クスの左側にセットし、スイッチでＯＮ／ＯＦＦできるか確認して

ください。

加工手順

※加工する前に確実に動作する事を確認して加工作業に

入って下さい。

OFF-ON

反対面に図の

ようなスライ

ドスイッチが

付 い て い ま

す。

ＬＥＤはこの

スイッチでＯ

Ｎ／ＯＦＦ操

作できます。

電池

皮膜を剥いて電池ボック

ス端子のバネに挟む

電池ボックス

AGE-2基板

余り線

使用しないの

で短く切って

も可

※下図の電池ボックスはフタを開

けた状態です。

当キットの規格以外の使い方や改造の仕方についての御質問はご遠慮下さい。

規格以外の使い方や改造による不動作、部品の破壊等の損害については一切補償致

しかねます。また、ご質問は質問事項、明記の上「封書」「ＦＡＸ」「Ｅメール」

でお願いします。お電話ではお答いたしかねます。（内容によっては回答に時間の

かかる場合があります。）［ＦＡＸ ０６ ６６４４ ４４４８］

［Ｅメール wonderkit@keic.jp］

〒556-0004 大阪市浪速区日本橋西 ２－５－１

ＴＥＬ（０６）６６４４－４４４７（代）

ＦＡＸ（０６）６６４４－４４４８

通販専用ＴＥＬ（０６）６６４４－６１１６

(製品版説明書に記載されています。)


